
令和１年９月１１日 

 

看取りに関する指針（グループホーム松風） 

 

 本書は、グループホーム松風（以下、「当ホーム」という。）においてご利用

者が、看取りが必要となった場合の当ホームと職員及びご家族の基本的な対応

について記したものです。本指針に拘泥することなく、ご利用者とご家族の希

望に臨機応変に寄り添うことが大切です。 

 

１． 看取り介護の定義と考え方 

 看取り介護とは、近い将来「死」に至ることが予見される方に対し、

その身体的･精神的苦痛を緩和し、「死」に至るまでの期間、その方なり

に充実した納得できる日々の暮らしを援助することです。 

 

２．看取り介護の開始 

 当ホームでは職員とご利用者及びご家族に以下の指針と支援内容を提

示し、書面による同意を得た方に看取り介護を行います。 

 

３． 看取り介護の中止 

 当ホームでは、ご利用者、ご家族から書面による看取り介護の中止申

し出があった場合は看取り介護の中止をし、ご家族の意向に沿った対応

を致します。 

 

４． 医療体制について 

 利用者の主治医や訪問看護ステーション（以下、「主治医等」と言う。）

との間で、「看取りに関する同意書」を取り交わしている場合は、主治医

等と連携協力して 24 時間必要に応じた連携体制を確保します。 

ご希望がない場合は重要事項説明書に記載した協力医療機関及び医療

連携体制契約に基づく訪問看護ステーションと協力し、２４時間必要に

応じた連携体制を確保しています。 

 病状の変化などの緊急対応は、日勤時間帯、夜間時間帯ともに最上席

の職員が緊急対応を行うこととします。必要に応じて管理者の指示を仰

ぐことと致します。 

 

 



５． 当ホームの支援内容 

 別紙、看取りに関する支援と対応方法によります。 

 

 

６． ご家族の対応 

 看取り介護の期間は緊急連絡が増すため、身元引受人の方への連絡が

頻繁になりますのでご了解ください。また、一時的に連絡が取りにくい

場合などは事前に新たな連絡先をお知らせください。 

 ご利用者、ご家族などの間で、看取り介護の中止を含むご希望などが

ありましたら、積極的に当ホーム管理者まで、ご相談ください。この場

合には、ご家族間で、意見の相違などがないように十分話し合いを行っ

たうえでお申し出をお願いいたします。 

 当ホームでは、ご家族間にご意見の相違がある場合は、十分な時間を

かけてご意見が集約できるよう専門的なアドバイスを行います。 

 緊急対応の場合は身元引受人の方の意向により対応する場合もありま

すので、あらかじめご了解ください。 



看取り介護についての同意書 

 

身元引受人である、私は           の看取り介護についてグル

ープホーム松風の看取りに関する指針の説明を本書により受け、私どもの意向

に沿った内容であることを確認いたします。本同意を確認するため本同意書に

記名押印し貴ホームと私の双方が各一部を保管いたします。   

 

記 

 

医療機関での治療は令和   年   月   日をもって、本人に苦痛を伴

う処置等は行いません。また、奇特な状態に陥った場合も医療機関には搬送せ

ず、貴ホーム内にて最期を看取る看取り介護に移行することを利用者本人と家

族を代表して同意を致します。 

 

以上 

 

令和   年   月   日 

 

 

グループホーム松風 施設長              印 

 

身元引受人 

住 所                         

 

氏 名                        印（続柄    ） 

 

家族代表 

住 所                         

 

氏 名                        印（続柄    ） 

 

家族代表は民法に定める相続人の範囲とします。 

  



取り介護の中止申出書 

 

身元引受人である、私は           の看取り介護についてグル

ープホーム松風の看取りに関する指針の説明を受け、令和  年  月  日

に看取り介護の同意をいたしましたが、私どもの意向に変更があり本看取り介

護中止申出書により看取り介護の中止を申し出致します。この申し出を確認す

るため本申出書に記名押印し貴ホームと私の双方が各一部を保管いたします。   

 

記 

 

令和   年   月   日をもって、看取り介護の中止を申し出致します。 

 

以上 

 

令和   年   月   日 

 

看取り介護中止申出書受領者 

 

グループホーム松風 施設長              印 

 

身元引受人 

住 所                         

 

氏 名                        印（続柄    ） 

 

家族代表 

住 所                         

 

氏 名                        印（続柄    ） 

 

家族代表は民法に定める相続人の範囲とします。 

 


